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      はじめに  （生物多様性地域戦略とは） 
 

 １ ．  生物多様性国家戦略 
 

 ２ ．  生物多様性地域戦略 
 

 ３ ．  地域戦略はどのように策定されたか 
 

      おわりに  （地域戦略策定への期待） 
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本日の内容 
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はじめに （生物多様性地域戦略とは） 

都道府県・市町村 単独または共同で策定 

 

 

○第１３条第１項 

 「都道府県及び市町村は、生物多様性国家戦略を基本として（中略） 

  生物の多様性の保全及び持続可能な利用に関する基本的な計画 

  （生物多様性地域戦略）を定めるよう努めなければならない」 

生物多様性基本法（H20年6月施行） 

 

 

 ＜策定事項 ＞ 

 ① 生物多様性地域戦略の対象区域 

 ② 生物多様性の保全及び持続可能利用に関する目標 

 ③ 生物多様性の保全及び持続可能な利用に関し、 

    総合的かつ計画的に講ずべき施策 

 ④ その他必要な事項 

生物多様性地域戦略  
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１．生物多様性国家戦略 

○ 生物多様性の保全と持続可能な利用に関する基本的な計画 
○ 生物多様性条約第６条及び 
   生物多様性基本法第11条に基づき策定 

1995（平成7年）    生物多様性国家戦略 

2002（平成14年）  新生物多様性国家戦略  

2007（平成19年）  第三次生物多様性国家戦略 

2008（平成20年）   生物多様性基本法 

2010（平成22年）  生物多様性国家戦略2010 

2012（平成24年）  生物多様性国家戦略2012-2020 

2010 （平成22年）  生物多様性条約第10回締約国会議 
            （COP10：愛知県名古屋市） 

1993（平成５年）   生物多様性条約 
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生物多様性国家戦略2012-2020 
 

 COP10で採択された新たな世界目標（愛知目標） 

 ■長期目標（2050年）【 Vision 】 
    「自然と共生する」世界の実現 

  ■短期目標（2020年）【Mission】 
    生物多様性の損失を止めるために 
    効果的かつ緊急な行動を実施     

  ■ 20の個別目標（愛知目標）【Target】 

 
「生物多様性国家戦略2012-2020」 
 
 
 
 
 
 

   http://www.env.go.jp/press/press.php?serial=15758 

  http://www.biodic.go.jp/biodiversity/wakaru/initiatives/index.html 

愛知目標の達成に向けた 
わが国のロードマップとしての役割 

東日本大震災の経験を踏まえた 
人と自然との豊かな関係の再構築 

今後の自然共生社会のあり方の提示 
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○第１３条第１項 （前述） 

生物多様性基本法（H20年6月施行）  
 

 

 

 

○具体的施策 

   策定自治体数 

    【現状】 17道県（H24年3月） 
   【目標】 47都道府県 （H32年）  

 

生物多様性国家戦略 
2012-2020 

 （H24年9月28日 閣議決定） 
 

 

 

 都市及び地方自治体の参画促進決議   

生物多様性条約COP9（H19年5月） 

○生物多様性地域戦略策定の手引き 
             （H21年9月策定、H22年5月一部修正、現在改定作業中） 
 

○地域生物多様性保全活動支援事業 
                                      【計画策定の委託 ： 国費10／10】  （H22～） 
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２．生物多様性地域戦略 
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平成２１年９月策定、平成２２年５月一部修正   ※現在、改定作業中 

【 内 容 】 

第１部 ： 生物多様性地域戦略の必要性                    

第２部 ： 戦略の策定・推進・進行管理の全体像                     

第３部 ： 戦略の策定過程等における参加・連携等の手法                   

第４部 ： 戦略の内容検討及び推進・進行管理の手法                   

参考資料 ： 関係法令、策定事例等 

 

 

 

ダウンロード：http://www.biodic.go.jp/biodiversity/local/guide/index.html 

生物多様性地域戦略策定の手引き 

7 

【 手引きの目的 】  

都道府県・市町村が生物多様性地域戦略を策定する際に必要となる基本的
な情報を示すことを通じて地域戦略の策定を推進し、、各地域の自然的社会
的条件に応じた生物多様性の保全と持続可能な利用を推進すること 

【改定のポイント】                        

  ・ 既存事例からのフィードバック 

  ・ 策定作業の具体的な内容を紹介  
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地域の多様な主体による生物多様性の保全活動の推進 
 

生物多様性保全計画策定事業 
（委託費 ： 国費10／10 ） 

 

国土レベルの生物多様性の課題 

 地域生物多様性保全活動支援事業（H22～） 

希少野生動植物種の保存 野生鳥獣の保護管理 外来生物対策 重要地域の保全・再生 

地域生物多様性保全実証事業 
（委託費 ： 国費10／10 ） 

 

生物多様性保全推進支援事業 
（交付金 ： 国費1／2以内） 

 

生物多様性保全に関する法律に基
づく法定計画等(生物多様性地域
戦略を含む）の策定 

地方公共団体、NGO・NPO、事業
者、協議会など、法定計画等の策
定主体 

地域の多様な主体の連携・協働に
よる地域の生物多様性保全・再生
活動 

地域住民、NGO・NPO、事業者、
地方公共団体などにより構成され
る地域生物多様性協議会 

生物多様性保全に関する法律に基
づく法定計画等に位置づけられた
活動 

地方公共団体、NGO・NPO、事業
者、協議会など、法定計画等に位
置づけられた実施主体 
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  生物多様性地域戦略－策定状況－ （平成25年２月末現在） 

平成19年 

埼玉県、千葉県 

3月 

平成20年 3月 5月 生物多様性基本法 

平成21年 2月 

3月 

名古屋市、千葉県流山市、岐阜県高山市 

北海道 

愛知県、兵庫県、長崎県 

滋賀県（追加） 

滋賀県 

平成22年 

7月 

3月 

11月 

9月 

北九州市 

栃木県 

平成23年 2月 熊本県、神戸市 3月 福島県、石川県、大分県、さいたま市、
千葉県柏市、大阪府和泉市、兵庫県明石市 4月 

11月 10月 

横浜市 

佐賀県 静岡市 愛媛県 

岐阜県 

12月 

7月 

平成24年 

3月 
 

2月 1月 愛知県岡崎市 長野県 

三重県、新潟市、北海道黒松内町、北海道礼文町、東京都大田区、 
滋賀県高島市、兵庫県西宮市、兵庫県宝塚市 

5月 6月 新潟県佐渡市 東京都、福岡市 

3月 生物多様性国家戦略2010 

9月 生物多様性国家戦略 2012-2020 9 11月 東京都葛飾区 

10月 COP10（愛知県） 

支 援 事 業 

2013年3月10日 シンポジウム 生物多様性を活かした地域づくりの今 ※無断転載禁止 



地域戦略の取組状況   （2013年２月末） 
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３．地域戦略はどのように策定されたか 

策定済み 策定中 検討中等 自治体総数 

都道府県 １８ ２０（＋２） ５（＋１１） ４７ 

政令指定都市 ８ ５ ７ ２０ 

市区町村 １４ ２８ 約２０ １７２２ 

合   計 ４０ ５３ １７８９ 

※（  ）は改定 

◆改定について、作業中（愛知県、兵庫県） 

           25年度から着手予定（北海道、滋賀県、長崎県） 

◆環境基本計画の中に地域戦略を位置付けている例もある 
（佐賀県、東京都大田区など） 
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策定までの流れ（一般的なパターン）  

戦 
 

略 
 

の 
 

策 
 

定 

専門家等（検討会・審議会等） 

パブリック 

コメント 
既存資料 

各種調査など 

現状の 

把握・整理 

課題の抽出 

内容の検討 庁内 

部署 

住民・NGO等 

 意見交換 

目 標 

期 間 

施 策 

その他 

 普及 ・ 啓発  
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策定に要した期間 

 戦略づくりにばかり時間をとられていられない！ 

※ H25.1 各自治体へのアンケートより（集計中） 
2013年3月10日 シンポジウム 
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策定の体制 （１） 

 スタッフがいない！ 

※ H25.1 各自治体へのアンケートより（集計中） 
2013年3月10日 シンポジウム 
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策定の体制 （２） 

 → 外部機関などとの連携・活用 

【 ＮＧＯ等との協働 】 

【 委託の活用 】 

○普及・啓発活動（フォーラム等）の共催 
○生物相等の調査（調査の実施や資料の提供） 

※ H25.1 各自治体へのアンケートより（集計中） 

都道府県 政令指定都市 市区町村 

2013年3月10日 シンポジウム 
生物多様性を活かした地域づくりの今 ※無断転載禁止 



15 

どんなことを行ったか 

 現状と課題の整理に生物相調査は必須か？ 

※ H25.1 各自治体への  アンケートより（集計中） 
2013年3月10日 シンポジウム 

生物多様性を活かした地域づくりの今 ※無断転載禁止 



16 

多様な主体の参画 

※ H25.1 各自治体へのアンケートより（集計中） 

 パブリックコメントだけか？ 
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策定に要する経費 

 予算がないとできないか？ 

※ H25.1 各自治体へのアンケートより（集計中） 
2013年3月10日 シンポジウム 
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生物多様性地域戦略の策定事例・１ －埼玉県－ 

   家庭、事業所等での取組可能 
↓  な事例を紹介 

   ポンチ絵を多用してわかり 
↓  やすく取組イメージを紹介 

←指標生物の一部 
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生物多様性地域戦略の策定事例・２ －明石市－ 

・水と緑でつなぐ命のネットワークづくりを推進 
・まとまりのある自然を拠点として選定 
・地域別に具体的な取組を整理 
・初期・中期・最終の段階を踏んだ目標設定 
 （進捗状況に応じた見直しを実施） 
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生物多様性地域戦略の策定事例・３ －徳島県－ 
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～ 市民参加による地域戦略の策定～ 

Ｐｌａｎ 【計画】 Ｄｏ 【実行】 

   平成22年        平成23年      平成24年    平成25年  

参
画
主
体 

現状・課題の 

整理 

目標等の 

設定 

目施策の 

立案・体系化 
現状・課題・ 

目標の追加 

施策の推進 

パブリックコメント 

 県民・事業者   

 徳島県   

 生物多様性とくしま会議   

タウンミーティング 

フォーラム 

 戦略策定  

推進体制・進行 

管理の仕組み検討 
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地域戦略の策定に向けたハードルは高くない 

地 域 戦 略 の 策 定 
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おわりに （地域戦略策定への期待） 

自然の仕組みを基礎とする真に豊かな社会 

地域における機運の醸成 

魅力あふれる地域の発展 

体 制 ： 担当職員は2名程度が多い 
費 用 ： 1,000万円以下が過半数 （国費10/10の支援あり）  

期 間 ： 1年半～2年程度 
市民・NGO等の参画 ： 早い段階からの協働 
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ご静聴、ありがとうございました 
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